







Use of Operating Apron for Infection Control
Part. 1 Effects of various solutions on various cloths
AKIO YAMAMOTO TOSHINORI SUZUKI TAKAHIRO NAMEKI
OSAMU KUWAZAWA FUKI YOSHIDA TAKAE YOSHIDA

























































































被　　検　　布 着用者 素　　　　　　材 生地 カラー
1 エ　プ　ロ　ン 術　者 綿100％ 厚 ホワイト
2 長　　白　衣 術　者 綿100％ 薄 ホワイト
3 ケーシー白衣 術　者 ポリエステル65％，綿35％薄 ホワイト
4 白衣ズボン 術　者 ポリエステル65％，綿35％厚 ホワイト
5 エ　　プ　　ロ　　ン 介補者 ポリエステル80％，綿20％薄 パープル








































































































サイクル ① ② ③ ④ ⑤
滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後　　　　　変化
甯泄z 変色i破れ変色破れ 変色破れ 変色i破れ変色随れ 変色i破れ 変色i破れ 変色i破れ変色破れ 変色i破れ
　」P1エ　プ　ロ　ン i i i i i i △i± △i± △i±△i±
2i長白衣 i i △1土　1 △i± △i± △i±
3iケーシー白衣 i i i i i i i i i i
4i白衣ズボン i i i i i i i
　．T1エ　プ　ロ　ン i i i i i i i i i i
6iエプ・ン i i i i
表5　0．9％生理食塩水に対する変化
サイクル ① ② ③ ④ ⑤
滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後　　　　　変化
甯泄z 変色i破れ変色破れ 変色i破れ 変色i破れ 変色i破れ 変色i破れ変色i破れ 変色i破れ 変色i破れ変色i破れ
liエプ・ン i i i i i i △i± △i± △i± △i±
2巨白衣 i △i± △1±　1 △i± △i±
3iケーシー白衣 i i i i i i i i i i
4i白衣ズボン i i i i i i i
5iエプ・ン i i i i i i i i i i
6iエプ・ン i i
表6　70％アルコールに対する変化
サイクル ① ② ③ ④ ⑤
滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後　　　　　変化
甯泄z 変色i破れ変色i破れ変色破れ 変色i破れ 変色i破れ変色i破れ 変色i破れ 変色i破れ変色i破れ 変色i破れ
1iエプ・ン△i i± i± i土 i± i± i± i± i± i土
2i長白衣△i i± i± i± i± i± i± i± i± i±
3iケーシー白衣△i △i △i △i △i i i i i i
4i白衣ズボン△i △i △i △i △i i i i i
5iエプ・ン i i i i i i i i i i
6iエプ・ソ i i i i i
表7　1．5％過酸化水素水に対する変化
サイクル ① ② ③ ④ ⑤
滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後　　　　　変化
甯泄z 変色i破れ 変色i破れ 変色i破れ変色i破れ 変色i破れ 変色i破れ変色i破れ 変色i破れ変色破れ 変色破れ
1iエプ・ン i i± △i± △i± △i± △i± △i± △i± Oi± Oi＋
2i長白衣 i± △i± △i± △1±　． △i± △1±　「 △：±　1 Oi± Oi±
3iケーシー白衣 i i △i i △i i± △｝± △i± △i± △i±
4i白衣ズボン i △i i △i i± △i± △i± △：土　1 △i±
5iエプ・ン i i i i △i i± △i± △i± △i± △i±
6iエプ・ン i i i
146 山本他：感染防止対策としての診療用エプロンの使用
表8．10％次亜塩素酸ナトリウム溶液に対する変化
サイクル ① ② ③ ④ ⑤
滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後　　　　　変化
甯泄z 変色i破れ 変色i破れ変色i破れ変色i破れ 変色i破れ変色i破れ変色i破れ変色i破れ変色i破れ変色i破れ
　1　　　　　　　　　■P1エ　フ　ロ　ン ◎i± Oi＋◎i廿 Oi＋．一＿L＿一　　： 一一＿L＿　　： 一．一一一L＿　　： 一，＿」一一一一一　　： 一一一一」＿＿　　： ＿．－L－一一　　：
2i長白衣◎i± Oi＋Oi升Oi壮．一一． 一一一一一 一一一一一 ．一，＿ 一一一一 ．一．．
3iケーシー白衣△i △i △i △i △i i △i± ※i± ※i± ※i±
4i白衣ズボン△i △i △i △i △i △i．± ※　1±　‘ ※　1±　1 ※　；±　1
5iエプ・ン△i ※i ※i ※i ※i ※i ※i± ※i± ※i± ※i±
6iエプ・ン△i ※i ※i ※i ※i ※i ※i± ※　1±　1 ※i± ※　1±　「
表9　3％次亜塩素酸ナトリウム溶液に対する変化
サイクル ① ② ③ ④ ⑤
滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後　　　　　変化
甯泄z 変色i破れ変色i破れ 変色i破れ変色i破れ変色i破れ変色i破れ 変色i破れ変色i破れ変色i破れ 変色i破れ
1iエプ・ンOi △i± Oi±△i＋ Oi什＋i＋ ．一＿L＿　　： 一＿⊥＿一　　： 一一一一一L＿一　　： 一＿⊥＿一　　：
2i長白衣Oi △1±　1 Oi± △1十　1 Oi什十：升　． 一一．一」．．一一一　　1 一一一一． ．．一一一 一一一一一
3iケーシー白衣△i △1 △i △i △i △i △i ※i± ※i± ※i±
4i白衣ズボン△i △i △i △i △i △i △1±　1 ※1±　1 ※　1±　． ※i±
5iエプ・ソ△i ※i ※i ※i ※i ※i ※i ※i ※i± ※i±
6iエプ・ソ△i ※i ※i ※i ※i ※i ※i ※i ※　1±　． ※i±
表10：0．1％アクリノール水溶液に対する変化
サイクル ① ② ③ ④ ⑤
滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後 滅菌後 洗濯後　　　　　変化
甯泄z 変色i破れ変色i破れ変色i破れ変色i破れ 変色i破れ 変色i破れ変色i破れ変色i破れ変色i破れ変色破れ
1iエプ・ン◎i ◎i± ◎i± ◎i± Oi±Oi±Oi± Oi±Oi±Oi±
2i長白衣◎i ◎i± ◎i± Oi±Oi±Oi± Oi±Oi±Oi±Oi±
3iケーシー白衣Oi Oi △i △i △i △i △i △i △i △i
4i白衣ズボンOi Oi △i △i △i △i △i △i △　l　I △i
5iエプ・ン△i △i △i △i △i △i △i △i △i △i
6iエプ・ン△i △i △i △i △i △i △i △i △i △i
しまうということが判明した．このことは水分の
湿潤状態による差はあるが，薬液に浸されること
は殆どない高圧蒸気滅菌を行うときに器具を覆う
布（コンプレッセン⑬）が，使用前のものは純白
なものでも，高圧蒸気滅菌を繰り返しているうち
に焦げて茶褐色に変色し，繊維が弱くなり所々が
破れてしまうということからも窺える．さらに現
在使用しているエプロンも繊維の弱くなった部分
を手洗い場のフットレバーに引っ掛けて，一段と
大きく穴が開いてしまったという，付加的な外力
による影響も十分に考慮しなければならない．一
方，ポリエステルを混紡する布は，次亜塩素酸ナ
トリウム溶液によってそれが持つ漂白作用により
脱色されていた16）．しかしながら高圧蒸気滅菌お
よび洗濯による繊維の解れあるいは破れを生じる
ことがなく，丈夫な布であることが判明した．
　今回の実験に用いた各種薬液の中では次亜塩素
酸ナトリウム溶液は，綿100％およびポリエステル
混紡のいずれの布に対しても，変色を引き起こす
ことが判明した．また綿100％の布に対しては，繊
維の解れあるいは破れを生じさせる影響が最も大
きく，現在使用しているエプロンに穴を開ける原
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因の一つであることが判明した．とくに綿100％の
ものに対しては，1回高圧蒸気滅菌をおこなった
だけで軽く手で繊維を引き裂くことができるほど
弱くなっていた．このことは次亜塩素酸ナトリウ
ム溶液が布製品に対して強い腐蝕作用を有してい
る17）ということに起因するものである．したがっ
て現在使用しているエプロンの随所に穴が開いて
しまったのは，日頃根管治療時に使用している
10％次亜塩素酸ナトリウム溶液を，不注意にエプ
ロンに垂らしていたということが考えられる．洗
浄用シリンジから漏れる量は僅かであるとは言
え，繊維を破壊させてしまう恐れがあり，患者の
顔の上では当然のことになっているが，患者の衣
服の上でのシリンジの受け渡しも行わないように
しなければならないことが再確認された．また
3％次亜塩素酸ナトリウム溶液は，取扱いに不慣
れな学生の基礎学習に使用しているが，たとえ濃
度が低くてもやはり同様の結果を示しており，今
後の実習指導においても十分注意すべきであると
考えている．
　今回採用したエプロンはまず高圧蒸気滅菌にか
けることが可能な布でできており，簡単に入手す
ることができ，しかも低コストということから，
綿100％のエプロンを選定し使用を開始したが，今
回の実験結果を踏まえて，今後は穴の開かない丈
夫でしかも清潔感のある素材のエプロンに変更し
なければならないと考えている．
結 論
　院内感染防止対策の一策として採用している診
療用エプロンにおいて，繊維の変色，解れさらに
は穴が開いてしまうということが生じたので，そ
の原因を解明するために，日常頻繁に使用してい
る各種薬液が，生地の布にどのような影響をおよ
ぼすかを調べたところ，以下の結論を得た．
　1　次亜塩素酸ナトリウム溶液は，綿100％のも
の，ポリエステル65％と綿35％のものおよびポリ
エステル80％と綿20％の布のいずれのものに対し
ても変色を引き起こす影響力が最も大きかった．
　2　次亜塩素酸ナトリウム溶液は，綿100％の布
に対しては，濃度に関係なく繊維の解れさらには
破れを生じさせた．
　3　70％アルコール，1．5％過酸化水素水および
0．1％アクリノール水溶液も，各種の布を変色させ
る影響力を持っていた．
　4　綿100％を素材とする布は，高圧蒸気滅菌を
繰り返しているうちに，繊維そのものが弱くなる
傾向にあった．
　5　ポリエステルを混紡する布は，各種薬液に
よって変色することはあっても，繊維の解れある
いは破れを生じることはなく，丈夫な布であった．
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